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１．委員の指摘及び提言概要 

自動車排ガス触媒の劣化メカニズムの解明と初期劣化した触媒の機能回復について有用な知見

が得られたほか、加速劣化状況の把握手法の確立や手順書の作成など環境行政に資する成果を上げ

ている。また、特許出願も評価できる。今後は企業などと共同で、触媒活性の再生や回復の技術開

発などに期待する。しかし、本研究の結果をどの程度一般化できるのか、環境行政にどの程度、ま

たどのように貢献できるのかが分からなかった。例えば、実際の自動車での触媒診断が可能か、劣

化触媒の回復が可能かが実証されていないため、本研究の成果を社会実装するためにはさらなる知

見が必要と思われる。 

 

２．採点結果 
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